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先
帰
国
し
て
来
春
に
御
前
様
を
御
迎
え
に
上

京
す
る
よ
う
に
決
定
（
現
代
語
訳
以
下
同
）

こ
の
記
述
の
よ
う
に
、
理
安
さ
ま
が
京
に
残

り
、
十
二
月
の
東
京
か
ら
の
天
皇
の
還
幸
を

待
っ
て
位
階
を
頂
い
た
上
で
戸
隠
に
帰
国
の
予

定
、
そ
の
前
に
惣
代
三
人
は
一
先
帰
国
し
て
、

来
春
に
理
安
さ
ま
を
お
迎
え
に
再
度
上
京
す
る

こ
と
に
し
た
の
な
ら
、
戸
隠
に
お
け
る
十
一
月

の
、
寺
か
ら
神
社
へ
の
一
連
の
行
事
に
は
理
安

さ
ま
は
参
加
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
事
実
、

本
坊
で
僧
か
ら
神
官
へ
の
転
職
を
指
示
し
た
と

い
う
二
十
日
に
は
、
理
安
さ
ま
は
松
代
藩
と
の

問
題
で
京
の
神
祇
官
に
出
頭
し
て
い
る
。

尾
藤
は
在
京
中
の
事
に
も
触
れ
て
い
る
が
、

お
そ
ら
く
は
同
行
し
て
い
た
奥
院
衆
徒
の
日
記

で
あ
ろ
う
「
上
京
復
餝
願
日
記
」（
奥
院
衆
徒

共
有
文
書
7
0
9
号
）
に
依
拠
し
、
そ
れ
は
昭

尾
藤
は
、
惣
代
一
行
が
戸
隠
に
戻
り
、
十
一

月
二
十
日
に
は
「
本
坊
へ
三
院
の
一
同
が
参
集

し
、
久
山
神
主
か
ら
、
来
る
二
十
五
日
に
い
よ

い
よ
神
道
へ
の
転
職
を
実
行
す
る
旨
が
告
げ
ら

れ
」
た
と
い
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
午
前
中

の
仏
式
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
寺
と
し
て
の
報

恩
、
午
後
に
御
幣
を
立
て
た
神
社
と
し
て
の
神

勤
と
い
う
、
戸
隠
神
社
発
足
の
二
十
五
日
の
儀

式
も
当
然
理
安
さ
ま
が
差
配
し
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。

し
か
し
、
十
一
月
に
武
井
等
の
惣
代
が
帰
山

す
る
直
前
の
十
月
二
十
八
日
の
「
戸
隠
山
変
革

西
京
日
次
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

御
前
（
理
安
）
様
は
京
に
留
ま
っ
て
、
天

皇
が
東
京
か
ら
お
戻
り
に
な
ら
れ
た
ら
、
位

階
を
拝
任
し
た
上
で
戸
隠
に
御
帰
国
の
予

定
、
惣
代
三
人
と
小
川
氏
や
家
来
た
ち
は
一

り
組
む
こ
と
に
な
る
が
、
翌
明
治
二
年
の
八
月

二
十
六
日
に
理
安
さ
ま
は
帰
山
の
途
に
つ
き
、

九
月
十
三
日
を
も
っ
て
終
わ
る
。

書
き
手
は
明
治
元
年
（
慶
応
四
年
）
十
一
月

三
日
ま
で
は
行
勝
院
の
武
井
磨
だ
が
、
神
祇
官

と
の
折
衝
も
一
段
落
つ
き
、
四
日
に
は
武
井
を

含
む
惣
代
三
人
は
ひ
と
ま
ず
戸
隠
へ
帰
山
、
そ

の
四
日
か
ら
は
位
階
拝
任
の
た
め
に
京
に
残
っ

た
理
安
さ
ま
（
久
山
神
主
）
が
書
き
手
と
な
る
。

こ
の
日
記
に
は
、
神
祇
官
と
の
折
衝
は
も
と

よ
り
、
変
革
期
に
於
け
る
山
内
の
混
乱
、
さ
ら

に
は
江
戸
幕
府
が
倒
れ
の
で
、
幕
府
直
轄
で

あ
っ
た
戸
隠
社
領
が
松
代
藩
支
配
と
な
る
か
神

祇
官
直
属
と
な
る
か
の
帰
属
問
題
を
巡
っ
て
の

交
渉
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
早
く
は
『
戸
隠
・
総
合
学
術
調
査
報
告
』

に
尾
藤
正
英
の
論
が
あ
る
が
、
気
が
か
り
な
点

も
あ
る
。

「
戸
隠
山
変
革
西さ

い

京き
ょ
う

日ひ

次な
み

」
は
平
成
に
な
っ

て
発
見
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。「
西
京
」
は
東

京
に
対
し
て
西
の
都
で
あ
る
京
都
を
指
す
。「
日

次
」
と
は
日
記
の
こ
と
だ
が
、
公
務
の
日
記
で

あ
っ
て
、
江
戸
か
ら
明
治
へ
の
激
動
期
に
、
戸

隠
を
寺
か
ら
神
社
へ
と
移
行
さ
せ
た
当
時
の

人
々
の
奮
闘
の
記
録
で
あ
る
。

慶
応
四
年
七
月
十
三
日
、
戸
隠
山
顕
光
寺
最

後
の
別
当
に
し
て
戸
隠
神
社
最
初
の
神
主
で
あ

る
慈じ

谿け
い

・
久
山
保
（
理あ

や

安お
さ

）
は
、
代
官
の
小
川

信
造
等
を
従
え
、
三
名
の
衆
徒
惣
代
（
中
院
の

行
勝
院
、
奥
院
の
常
楽
院
、
宝
光
院
の
善
法
院
）

と
共
に
京
に
向
け
て
戸
隠
を
出
立
、
神
仏
分
離

令
に
よ
る
寺
か
ら
神
社
へ
の
移
行
に
つ
い
て
神

祇
官
と
折
衝
、
九
月
十
四
日
に
無
事
に
久
山
保

は
神
主
の
職
号
を
拝
命
し
、
十
月
に
は
社
中

三
十
六
人
も
権
神
主
職
や
祢
宜
職
に
任
命
さ
れ

る
。
そ
の
後
、
思
い
が
け
な
い
諸
問
題
に
も
取

初
代
神
主
・
久
山
理
安
の
位
階
拝
任

戸
隠
神
社

堀
井
謙
一
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和
の
こ
と
で
平
成
に
見
つ
か
っ
た
「
戸
隠
山
変

革
西
京
日
次
」
は
見
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

筆
者
は
「
上
京
復
餝
願
日
記
」
の
方
を
見
て
い

な
い
の
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
辺
の
事

情
は
諸
資
料
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

そ
の
理
安
さ
ま
の
位
階
拝
任
だ
が
、
明
治
二

年
一
月
十
三
日
の
項
に
、

ま
た
綾
小
路
殿
の
御
猶ゆ

う

子し

で
あ
る
琴こ

と

陵お
か

が
、
五
位
に
昇
進
し
た
時
の
事
情
を
尋
ね
て

お
い
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
で
お
い
た

と
あ
る
。
猶
子
と
は
公く

卿ぎ
ょ
う

や
武
家
の
社
会
で
、

主
と
し
て
兄
弟
や
親
族
の
子
な
ど
を
自
分
の
子

と
し
て
迎
え
入
れ
た
も
の
。
家
を
相
続
す
る
養

子
で
は
な
く
、
仮
親
と
猶
子
が
社
会
的
な
結
び

つ
き
を
強
め
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。
豊
臣
秀

吉
は
ま
ず
近
衛
前
久
の
猶
子
と
な
っ
て
箔
を
付

け
、
そ
れ
か
ら
関
白
に
な
っ
て
い
る
。

理
安
さ
ま
は
久
世
権
大
納
言
通み

ち

理あ
や

の
猶
子
で

あ
り
、
理あ

や

安お
さ

の
名
前
の
由
来
も
こ
の
辺
り
に
あ

る
。
こ
の
仮
親
と
猶
子
の
関
係
に
よ
っ
て
久
世

家
は
戸
隠
に
影
響
力
を
持
つ
こ
と
に
な
る
し
、

戸
隠
は
京
に
お
い
て
久
世
家
と
い
う
後
ろ
盾
を

持
つ
こ
と
に
な
る
。
仮
親
の
通
理
は
す
で
に
亡

く
な
っ
て
い
た
が
、
久
世
家
の
現
当
主
は
い
わ

ば
理
安
さ
ま
の
義
兄
弟
と
い
う
理
屈
で
、
理
安

さ
ま
は
京
に
着
い
た
翌
々
日
に
は
、
侍
二
人
、

草
履
取
一
人
を
供
に
久
世
殿
へ
挨
拶
に
参
殿
し

て
い
る
。

さ
て
、
先
の
日
記
に
あ
っ
た
綾
小
路
殿
の
猶

子
で
あ
る
琴こ

と

陵お
か

と
は
、
金こ

ん

比ぴ

羅ら

宮ぐ
う

の
神
主
で
あ

る
。
そ
の
琴
陵
が
五
位
な
ら
ば
、
久
世
殿
の
猶

子
で
あ
る
理
安
さ
ま
も
五
位
を
拝
任
し
て
も
よ

い
理
屈
に
な
る
。

明
治
二
年
一
月
二
十
日
に
年
始
御
礼
天て

ん

機き

伺

い
と
し
て
諸
社
と
共
に
御
所
に
参
内
し
た
際
の

理
安
さ
ま
は
ま
だ
無
位
で
あ
っ
た
。
無
位
の
者

の
参
内
と
は
驚
き
で
あ
る
が
、
久
世
殿
の
力
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

ほ
ど
な
く
三
月
に
は
理
安
さ
ま
に
も
位
階
の

拝
叙
が
あ
っ
た
が
、
五
位
で
は
な
く
六
位
で

あ
っ
た
。
三
月
四
日
の
記
録
に
は
、

西京日次　書き出しの部分

久
世
家
へ
参
上
し
、
今
日
の
神
祇
官
か
ら
の

決
定
通
知
は
い
か
に
も
残
念
な
内
容
で
あ
る
の

で
、
ど
う
か
五
位
が
頂
け
る
よ
う
に
お
取
り
成

し
を
い
た
だ
け
な
い
か
と
お
伺
い
し
た

と
あ
る
。
六
位
拝
叙
は
残
念
な
の
で
、
久
世
様

の
力
で
な
ん
と
か
五
位
を
頂
け
な
い
か
と
い
う

取
り
成
し
の
お
願
い
で
あ
る
。

当
日
の
夜
の
久
世
殿
か
ら
の
連
絡
で
は
、
い

ろ
い
ろ
働
き
か
け
て
み
た
が
、
急
い
で
官
位
が

欲
し
け
れ
ば
六
位
、
急
が
な
く
て
も
良
い
な
ら

天
皇
が
東
京
に
行
幸
し
て
か
ら
再
検
討
と
い
う

結
果
に
な
っ
た
と
い
う
。

当
面
は
六
位
で
我
慢
と
言
う
こ
と
に
な
る

が
、
昨
年
ま
で
顕
光
寺
を
名
乗
っ
て
い
て
神
社

に
な
っ
た
ば
か
り
の
戸
隠
が
、
一
月
に
無
位
で

参
朝
し
た
り
、
三
月
に
六
位
に
な
る
の
は
や
は

り
私
に
は
驚
き
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
戸
隠
と
同
じ
神
仏
習
合
で
あ
っ

て
も
五
位
と
な
っ
た
金
比
羅
宮
と
は
何
が
違
っ

た
の
か
、
綾
小
路
殿
と
久
世
殿
の
影
響
力
の
違

い
か
、
は
た
ま
た
過
渡
期
で
あ
っ
た
神
祇
官
内

の
基
準
の
不
統
一
か
、
つ
ま
り
は
複
雑
な
力
関

係
の
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
い
ま
は
判
ら
な
い
。

こ
の
五
位
昇
進
の
願
い
は
、
理
安
さ
ま
個
人

の
立
身
出
世
の
願
い
で
は
な
い
。
神
主
の
官
位

が
社
格
を
も
意
味
す
る
こ
と
は
、
五
月
十
九
日

の
「
天
機
伺
い
」
に
参
朝
し
た
十
五
社
と
そ
の

官
位
を
み
れ
ば
判
る
。

十
五
社
と
は
、御
祖
宮
こ
と
下
鴨
社
（
二
位
）・

松
尾
社
（
三
位
）・
春
日
社
（
三
位
）・
加
茂
社
（
三

位
）・
稲
荷
社
（
三
位
）・
日
吉
社
（
三
位
）・

日
御
崎
社
（
三
位
）・
梅
宮
社
（
三
位
）・
平
野

社
（
三
位
）・
吉
田
社
（
記
載
な
し
）・
大
原
野

社
（
記
載
な
し
）・
石
清
水
社
（
五
位
）・
八
坂

社
（
五
位
）・
北
野
社
（
五
位
）、
そ
し
て
六
位

の
戸
隠
社
で
あ
る
。

そ
の
後
も
理
安
さ
ま
の
昇
任
の
た
め
の
努
力

は
続
き
、
一
月
に
六
位
で
あ
っ
た
北
野
社
の
吉

見
が
五
月
に
は
五
位
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
七

月
七
日
に
は
吉
見
方
へ
出
か
け
て
行
く
。
そ
し

て
六
位
よ
り
五
位
へ
の
昇
進
の
願
い
方
を
詳
し

く
聞
き
、
昇
進
の
願
書
を
写
さ
せ
て
貰
う
な
ど
、

理
安
さ
ま
の
奮
闘
は
続
く
。

た
だ
、
政
治
の
中
心
は
ま
さ
に
東
京
に
移
り

つ
つ
あ
り
、
神
祇
官
そ
の
も
の
が
浮
き
足
立
ち
、

諸
案
件
も
京
で
の
解
決
は
不
能
と
な
り
、
舞
台

は
東
京
へ
と
移
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
そ
れ

は
ま
た
別
の
「
戸
隠
山
変
革
東
京
日
次
記
」
に

記
さ
れ
る
世
界
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
新
政
府
に
よ
る
新
体
制
の
元
で

戸
隠
は
さ
ら
な
る
激
変
を
迎
え
る
が
、
戸
隠
神

社
の
社
格
は
明
治
六
年
に
県
社
と
な
り
、

二
十
三
年
の
国
幣
小
社
昇
格
へ
と
、
理
安
さ
ま

の
社
格
向
上
の
努
力
は
続
く
こ
と
に
な
る
。

ほ
り
い 

け
ん
い
ち
氏
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

静
岡
県
出
身
、
長
野
市
在
住
。
東
京
教
育
大
学
文
学
部
卒
。

琉
球
大
学
を
経
て
、
信
州
大
学
名
誉
教
授
。
近
代
文
学
を
専

攻
す
る
も
、
近
年
は
戸
隠
信
仰
に
関
心
を
も
ち
、
信
濃
毎
日

新
聞
か
ら
「
古
道
を
歩
く 

戸
隠
神
社
五
社
め
ぐ
り
」
を
出

版
。
別
に
端
戸
信
騎
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
「
戸
隠
権
現
鎮
座
考
」

「
戸
隠
山
九
頭
龍
考
」「
鬼
女
紅
葉
伝
説
考
」
な
ど
が
あ
る
。


